
広島県広島市

紙本　孝昭さん
愛知県名古屋市

佐浦　留理子さん
富山県小矢部市

今村　安治さん
新潟県佐渡市

左近　歳和さん

受 給 者 の 声
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︵
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︶
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︵
岡
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県
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社
市
︶　

代
表
取
締
役
　

田
中
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行

京
成
建
設
株
式
会
社

︵
千
葉
県
船
橋
市
︶　

代
表
取
締
役

天
野
　
貴
夫

株
式
会
社
元
吉
建
設
工
業

︵
大
分
県
宇
佐
市
︶　
　

代
表
取
締
役

元
吉
　
克
臣

月は「建設業退職金共済制度加入促進強化月間」

契

約

企

業

の

声

建退共制度とは

現
場
で
働
く
人
の
た
め
の
退
職
金
制
度

（７） （第３種郵便物認可）２０１７年　（平成２９年）　９月２５日　（月曜日）

継
続
し
て
良
か

た

や
り
が
い
の
あ
る
職
業

建
退
共
制
度
に
感
謝
感
激

老
後
に
活
用

　私は昨年の秋に建設会社を退職しました。現在は接ぎ
木作業や果樹の栽培に悪戦苦闘の毎日を忙しく過ごして
おります。
　時の流れは速いもので、会社に入社したかと思えば半
世紀を迎え、退社を決心した訳であります。つくづく時
間の大切さを痛感している所です。思い起こせばたくさ
んの現場を歩み続けて来たものだと思っています。その
中でも、豪雪による除雪車両や重機での昼夜連続出勤の
作業の思い出が、今でも鮮明に思い出されます。
　建退共制度は会社で知らされていましたが、内容につ
いては詳しくは知りませんでした。このたび、建退共か
らの思い掛けない多額の退職金を頂き、うれしさでいっ
ぱいです。
　建退共制度は大変有り難い制度だと思います。建設業
界は数多い工種から成り立っているとともに、国土の保
全を第一に国民生活の安全を守る最も重要な業種であり
ます。建設作業現場で日々ご苦労されている方々への報
酬の一端として、これからも建退共制度で一人でも多く
の方が受給され、皆さまの生活が少しでも豊かになり、
若い労働力不足対策等にも十分寄与するものと確信して
おります。ありがとうございました。

　私が大工の丁稚（でっち）になったのは
（昭和）年でした。初めは道具を運
んだり、現場の掃除をしたりして頑張りま
した。２年目からは仕事を少しずつやらせ
てもらい、何年かたって親方が大工にも退
職金共済制度が出来たので、良い事だから
皆加入させると言われ、長い間共済の掛金
を掛けてもらいました。
　その当時の職人は日当が多かったので、
退職金制度には無関心でした。しかし、数年
たって自分が独立することになった時に、
親方から励ましの言葉とともに、退職金共
済は絶対辞めないで続けて欲しいと言わ
れ、その言葉を守って掛け続けました。
　仕事を辞めたいと思った事は一度も無
く、歳まで続けました。退職金請求の手
続きをしたら意外と早く通知が届き、期待
しないで通知の金額を見ると、思いもよら
ない金額に驚いてしまいました。
　親方には感謝の気持ちで一杯です。本当
にありがとうございました。

　私は、昨年月末日で年間勤め
た会社を定年退職いたしました。地
元で、土木工事を主体に現場に携わ
り、会社や先輩方の熱心な指導のお
かげで皆と肩を並べられる職人に成
長することができました。その間、
時代の変化もあり、年間の仕事量で
建設業界の好・不況を経験してきま
した。不況の波が押し寄せて、仕事
がない苦境をともに乗り越えてきた
先輩方も高齢化が進み、一人また一
人と会社を辞めていきました。そし
て、私もついに定年になりました。
　建退共制度のことは会社から聞い
ていましたが、不況のときも建退共
制度の掛金を掛け続けるのは大変な
ことだっただろうと思います。退職
金をもらった時は本当にうれしく、
会社には感謝の気持ちで一杯です。
老後の生活に生かしたいと思いま
す。本当にありがとうございました。

　私は本来なりたい職業があって、浪人中だった折にアルバイ
トのつもりで建設業の末席に籍を置いてから昨年３月末に退社
するまで、年間この職業に就く事となり、「光陰矢の如し」
と言いますが、今思えばあっという間に過ぎてしまいました。
当時はまだまだ男女格差のある業種でしたが、本当に大事にし
て頂きました。良い会社と人に恵まれ、何も分からない私が、
どんどん仕事が面白くなり、必要とされて、やりがいがあって、
良い仕事に巡り合ったとしみじみと運命に感謝致しておりま
す。
　女性も男性と同じ戦力の一人という会社の姿勢に生きがいを
感じて、なりたい職業よりも建設業を全うする事となり本当に
良かったと思っております。
　退職した折には、建退共から思っていた以上に退職金を頂き、
その金額に本当に驚きました。年間のご褒美という事でとて
もうれしく、この業界で頑張ってきた事が間違いではなかった
と思いました。
　会社が建退共制度を重視して加入していただいていた事に、
人を大切にする姿勢が出ていてとても素晴らしいと感謝致して
おります。
　建退共のおかげで、より良い人生が送れそうです。ありがと
うございました。
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　建設業退職金共済制度は、現場
で働く人たちのために、中小企業
退職金共済法に基づき創設され
た。建設業の事業主が勤労者退職
金共済機構と退職金共済契約を結
んで共済契約者となり、建設現場
で働く労働者を被共済者として、
その労働者に同機構が交付する共
済手帳に働いた日数に応じ共済証
紙を貼る。そして、建設業界で働
くのをやめた時、働いていた時期
や現場の場所にかかわらず、働い
た日数分の掛金がすべて通算され
同機構から直接退職金が支払われ
るという仕組み。事業主を変えて
も、国で定められた基準で計算さ
れた退職金が、各事業主の雇用し
た期間を通算して支払われるた
め、民間の退職金共済より安全で
確実な制度とされている。建設業
を営むすべての事業主が加入で
き、現場で働くほぼすべての人が
対象になることができる。
　年７月末時点で万の建設
事業者が加入しており、万人
の建設現場就業者が退職金支給対
象になっている。累計万件、
１兆億円の退職金が支払われ
ている。


